
第 ２２ 回追加登録「道の駅」施設整備内容一覧

整備
手法

単
独

一
体

えほん　　さと

絵本の里けんぶち

ふわっと

風Ｗとままえ

　　　　　おんせん

しほろ温泉

おぜかいどう　　　　　じゅく

尾瀬街道みしま宿

たまかわ

苫前郡
とままえ

　苫前町
とままえちょう

字苫前
とままえ

１１９番地１

河東郡
かとう

　士幌町
しほろちょう

字
あざ

下居辺
しもおりべ

西
にし

2線134番地

大沼郡
お お ぬ ま

　三島町
み し ま ま ち

大字川井
かわい

字天
てん

屋
や

原
はら

610

石川郡
いしかわ

　玉川村
たまかわむら

大字岩
がんぽうじ

法寺字宮
みやのまえ

ノ前140番地2

福島
第13号

福島
第14号

登録
番号

北海道
第93号

北海道
第94号

北海道
第95号

供用済み
(H8.5)

尾瀬とつながる国道２５２号「尾瀬街道」沿いに位置し、物産館では奥会津の情報発信
と特産品の会津桐、編み組工芸品などを取扱い、軽食コーナー、展示スペース、展望
コーナーも備えています。

【物産品展示コーナー、軽食コーナー、観光案内所、展望台、東屋】

○

○
福
島
県

福
島
県

国道２５２号

しほろ温泉プラザ「緑風」では、露天風呂や贅沢な源泉湯をはじめジャグジー、高温サ
ウナ、ラジウム岩盤浴など、やすらぎの湯の里を堪能できます。

【温泉・宿泊施設・レストラン・ショップ、パークゴルフ場】 H18.9
主要道道
本別士幌線

福島空港に向かう県道沿いの自然環境に恵まれた場所に位置し、物産館では地元の
農家の方が育てた新鮮な農産物やサルナシ・空芯菜（くうしんさい）等の特産加工品等
を直売、手打ちそばも食べられます。

【物産館（こぶしの里センター）、農産物加工場、屋外ガーデニングコーナー】

県道
福島空港西線

供用済み
(H14.4)

国道２３２号

○
北
海
道

○
北
海
道

○
北
海
道

H18.9

H18.11

供用
予定

苫前町ではクリーンエネルギーである風を利用した大型風車４２機による発電事業を進
めています。風力発電がまちのシンボルとなっていることから、「ふわっと＝風Ｗ（Ｗは
電力のワットより）」と命名。また、施設内には、天売島・焼尻島・利尻島を一望できる露
天風呂や、地元産の山海の幸を食すことができるレストランや物産品販売が設置され
ます。

【とままえ温泉ふわっと（温泉、宿泊施設、レストラン、特産品・売店）、苫前町Ｂ＆Ｇ温水
プール】

「道の駅」の特色

【主要施設】

絵本でまちづくりを進めている剣淵町に設置される「道の駅」で、純農村地帯における
活性化を目指し、食と絵本の里づくりをテーマに地元農産物を利用した緑豊かな環境
の直売所やレストランが併設されます。

【農林水産物直売、食材供給施設、緑地公園】

国道４０号

駅　　名 設置箇所
都道
府県

路線名

上川郡
かみかわ

　剣淵町
けんぶちちょう

東町
ひがしまち

２４２０番地
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整備
手法

単
独

一
体

登録
番号

供用
予定

「道の駅」の特色

【主要施設】
駅　　名 設置箇所

都道
府県

路線名

 ゆにしがわ

湯西川

なんぼう

南房パラダイス

　　　　　　　  さと    はびきの

しらとりの郷・羽曳野

　　　　　たじまのくら

ようか但馬蔵

さかぐらおくいずも

酒蔵奥出雲交流館

大阪
第5号

兵庫
第28号

島根
第21号

栃木
第15号

千葉
第20号

○
栃
木
県

国道１２１号

施設内に「内湯」「露天」「足湯」を整備し、気軽に良質な温泉を体験できます。また、野
岩（やがん）鉄道「会津鬼怒川線」湯西川温泉駅と直結しておりマイカー利用者だけでな
く、鉄道利用者も利用できます。

【湯の郷湯西川観光センター（インフォメーションホール・物産・レストラン・温泉施設・待
合室）】

H18.8
日光市
に っ こ う

西川
にしかわ

478-1

○
千
葉
県

県道
南安房公園線

熱帯植物が楽しめる温室、シンガポールらん館、蝶館、ふれあい動物広場や宿泊施設
が併設され、また、白砂青松百選の「平砂浦海岸」が目の前に広がるなど、地域観光の
核施設・情報発信の場として期待されます。

【案内・サービス施設、軽食喫茶コーナー、有料施設（温室、シンガポールらん館、蝶
館、体験工房、子供広場、多目的広場ふれあい動物広場）、宿泊施設（いこいの村たて
やま）】

供用済み
(S45.10)

館山市
たてやま

藤原
ふじわら

字平砂浦
へ い さ うら

1495番地

○
大
阪
府

主要地方道美
原太子線

南阪奈道路の側道沿いで、大阪市内や関西国際空港からのアクセス性に優れた位置
に立地しています。施設の外観については羽曳野市の特産品のぶどうをイメージし、え
んじ色に統一して、道の駅全体の調和を図っています。
※Ｈ１８年６月、「道の駅」の核となる施設の一つであるファーマーズマーケットの仮設店
舗を隣接地で開設済

【野外活動広場（展望デッキあり）、ファーマーズマーケット、特産品販売施設】

H19.6
隣接地で
仮施設を
開設済
（H18.6）

羽曳野市
は び き の

埴生野
はにゅうの

975-3他

○
兵
庫
県

国道９号

建物は養父市の町並みと調和した「蔵」をイメージし、農産物直売施設、レストランなど
を設けるほか、路線バスや長距離バスのターミナルも設置されます。また、本道の駅は
養父市地域防災計画に位置付けられており、防災トイレや大型モニター、自家発電設
備等を備えた防災拠点となります。

【情報ターミナル施設（農産物直売所、総合案内所、レストラン、バスターミナル）】

H19.3
養父
や ぶ

市

八鹿町
ようかちょう

高柳
たかやなぎ

241番地1

○
島
根
県

国道４３２号

玉峰山（たまみねさん）の麓から湧き出る薬効高い温泉水を販売するスタンドを設置。
また、全国ブランドの奥出雲仁多米の今摺り（いまずり）が体験でき、米どころ・奥出雲
で栽培される酒米で醸した「銘酒仁多米」をはじめとして米の加工品を販売しています。

【交流館（物産販売コーナー・無料休憩コーナー・仁多米体験コーナー・会議室）、醸造
棟、温泉スタンド】

H19.3
仁多郡
に た

　奥
お く

出雲町
い ず も ち ょ う

亀嵩
かめだけ

1380-1
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整備
手法

単
独

一
体

登録
番号

供用
予定

「道の駅」の特色

【主要施設】
駅　　名 設置箇所

都道
府県

路線名

けんとうし　　　　　　かん

遣唐使ふるさと館

　　　　　おんせん

ながゆ温泉

おおの

くにみ

きな　　ばんしょ

喜名番所

9 6

※　２４時間使用可能な駐車場とトイレ、情報提供施設は全てに共通して整備されています。

※　一体型：道路管理者が整備する駐車場やトイレと、市町村等が整備する地域振興施設を一体的に整備するもの。
　　単独型：市町村等が単独で駐車場、トイレ、地域振興施設を整備するもの。

大分
第18号

大分
第19号

大分
第20号

沖縄
第5号

長崎
第8号

○
長
崎
県

国道３８４号

遣唐使船日本最後の寄港地という歴史的史実をもとに創作したオリジナル人形アニ
メーションがご覧頂けます。また、レストランでは週末及び祝日の郷土料理バイキング
が好評です。

【シアター館、研修室、レストラン、物産館】

供用済み
(H11.7)

五島
ご と う

市　三井楽町
み い ら く ま ち

濱
はまのくり

ノ畔3150番地1

○
大
分
県

県道
庄内久住線

施設には療養温泉文化館「御前湯」があり、旅の疲れを癒すのに最適です。また、物産
館おんせん市場（農産物直売所）は地域の特産物や採れたての新鮮な野菜、ドイツの
温泉保養地バートクロツィンゲン市にある竹田市所有のブドウ畑から生まれた“ここだ
けのドイツワイン“などが好評です。

【御前湯・物産館おんせん市場】

H19.3
竹田市
た け た

　直入町
なおいりまち

大字長湯
な が ゆ

8043番地1

○
沖
縄
県

中頭郡
なかがみ

　読谷
よみたん

村
そん

字喜
きな

名1番地2

○
大
分
県

県道
三重野津原線

豊かな大地と清流に恵まれた育った新鮮野菜が豊富で、手作り饅頭・焼餅・茹餅や、竹
炭・竹篭・木製品などの地域の特産品を販売しており、レストランでは、地鶏「豊のしゃ
も」の地鶏煮込みうどん．豊のしゃもめしなど地域の特産品が食べられます。

【農産物販売所、レストラン、芝生公園、東屋】

H19.3
豊後
ぶ ん ご

大野市
お お の

　大野町
お お の ま ち

田中
た な か

43番地10

○
大
分
県

国東
く に さ き

市　国見町
く に み ま ち

伊美
い み

4256番地

　計　１５駅

国道２１３号

農産物直売所では、車えびなどの海産物や、メロン・イチゴ・小ねぎ･みかん・椎茸等の
農産物が豊富に揃っています。
レストランでは、「たこめし膳」や地魚を使った新鮮な魚料理が食べられます。

【農産物直売所、レストラン】

供用済み
(H18.4)

国道５８号

「喜名番所跡」は周辺に歴史的に貴重な「座喜味城跡」や「喜名古窯跡」を有すると共
に、戦前まで「読谷山村役場」や、さらに古く琉球王朝時代には間切（まぎり）番所が存
在するなど、行政の中心・村の発展の礎となった地であり、読谷村指定文化財となって
います。今回新たに無料休憩施設を兼ね備えた観光案内所として「喜名番所」が再現
整備されました。

【東屋、観光案内所】

供用済み
(H17.9)
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